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【現在開催中の義援金】

・平成３０年７月豪雨災害義援金

・令和２年７月豪雨災害義援金

・令和４年福島県沖地震災害義援金

・バングラデシュ南部避難民救援金

・中東人道危機援助金

・アフガニスタン人道危機救援金

・ウクライナ人道危機救援金

　引き続き，皆様のご協力をお願いします。

【災害義援金のお礼と報告】

　災害義援金へのご協力をありがとうござい

ました。

　令和３年度は，合計で１２１，５２１円

　　　　　　　　のご協力を賜りました。

　皆さまからお寄せいただいた義援金は，日本

赤十字社を通じて，各被災地へ送金されます。

　義援金は，引き続き，さつま町社会福祉協議

会窓口でも募集中ですので，今後とも皆さまの

温かいご支援をよろしくお願いします。
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令和４年度　さつま町社会福祉協議会事業一覧
事業名 内　　　　容 備　考

１　法人運営の充実・強化

① 役員会等の開催
ア　理事会（年３回）

イ　評議員会（年３回）

② 法人連絡会の開催 さつま町社会福祉法人連絡会の開催（年２回）

③ 広報活動の充実
ア　広報誌の発行（年４回）

イ　ホームページの活用・運営

④ 役職員等研修会 役職員の研修会及び職員研修会の開催

⑤ 心配ごと相談所の運営
毎週木曜日

午前10時～正午
町委託

⑥ 無料法律相談の開催
毎月第３木曜日，13時30分～16時30分

（予約制，１回６件）弁護士による無料法律相談
年12回

⑦ 宮之城ひまわり館の

管理運営

　町民の福祉の拠点であると同時に，交流の場である

ことを広報し利用促進を図る。
町指定管理

⑧ 老人福祉センター

「いぬまき荘」の管理運営

　高齢者やふれあい・いきいきサロン等の利用啓発に

努め，園芸教室，健康教室を月１回実施し，隣接する

郷土文化伝習館及びふれあい広場の管理・運営，利用

促進を図る。

町指定管理

２　地域福祉活動の推進

① 生活支援体制整備事業

⑴社会資源開発

⑵生活支援ネットワークの構築

⑶ニーズと取り組みのマッチング

町委託

② 地域見守りネットワーク

支援事業

⑴見守りネットワークづくりの推進

⑵支え合いマップづくり

⑶ライフサポートアドバイザー事業の実施

⑷支え合いネットワーク互助事業の実施

町委託

③ 生活福祉資金貸付事業
　生活困窮世帯に対し，各種の資金を貸し付けること

により世帯の更生を支援する。
県社協委託

④ 法外援護資金貸付事業
　生活困窮世帯に対し，各種の資金を貸し付けること

により世帯の更生を支援する。５万円以内。

１年以内償還

無利子

⑤ 共同募金配分事業

　90歳到達者記念品贈呈，無料法律相談，地区社会福

祉協議会活動助成，社会福祉大会（町民大会），ベンチ

設置，ボランティア協力校活動支援等の事業を行う。

　歳末たすけあい事業も実施する。

３　高齢者福祉活動の推進

① 高齢者ふれあい・いきいき

サロン事業の推進

　お互いの安否確認や元気づけ・仲間づくりで，寝たき

り・認知症予防等を行う。子育て世帯とも交流を図れる

よう支援していく。（令和４年４月１日現在，67箇所）

町委託

② 福祉給食サービス事業

　ひとり暮らしや，虚弱な高齢者等に食事を配食し，

健康維持と安否確認，声かけを行う。

１食500円（昼，夕）年間62,000食予定

町委託
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社会福祉法人　さつま町社会福祉協議会

事業名 内　　　　容 備　考

４　障がい者（児）福祉活動の推進

① 相談支援事業

　相談支援専門員を配置し，障がいのある方々の相談・
支援を行う。
⑴相談支援事業（町委託）
⑵特定相談支援事業

② 障害者訪問介護事業
　障がいのある方々に訪問介護員を派遣し，身体介護
や家事援助を行う。

③ 障害者訪問入浴介護事業
　障がいのある方々を対象に，移動入浴車を利用し，
自宅にて入浴介助を行う。

町委託

④ 移動支援事業
　屋外での移動が困難な障がいのある方々に，外出の
ための支援を行うことにより，地域における自立生活
及び社会参加を促す。

町委託

５　児童福祉・母子寡婦福祉活動の推進

① 母子寡婦福祉会への
活動支援

母子寡婦福祉会への活動の支援を行う。

② 児童等へのレスキュー
事業推進

さつま町社会福祉法人連絡会における事業推進を行う。

６　ボランティアセンター活動の推進（町補助）

① ボランティアセンター
機能の充実

ボランティアセンター機能の充実を図る。

② ボランティアコーディ
ネーター活動の充実

　ボランティアコーディネーターを配置し，ボランティ
ア活動等の相談に応じる。

③ 個人・団体ボランティア
の育成・支援

　個人ボランティア・団体ボランティアの育成，支援
を行う。

④ ボランティア連絡会
の開催

意見交換並びに交流研修会を行う。

⑤ ボランティア協力校の
指定・支援

　ボランティア協力校として指定し，ボランティア精神
等，福祉教育の充実を図る。

⑥ ボランティア養成講座
の開催

　町民へのボランティアの普及・啓発を図り，同時に
地域でのボランティア活動のリーダーを養成する。

⑦ 福祉ボランティア
体験学習の開催

　中・高生等が夏休みを利用し，町内の福祉施設で福
祉ボランティアの体験学習を行い，福祉に対する精神
を養う。

７　介護保険事業の推進

① 居宅介護支援事業
　要介護認定等を受けられた方々に対し，介護支援専
門員による居宅介護サービスの計画書の作成・管理に
より，在宅生活の支援を行う。

② 訪問介護サービス事業
　要介護認定等を受けられた方々に対し，訪問介護員
を派遣し，身体介護及び家事の生活援助等を行う。

③ 訪問入浴介護サービス事業
　要介護認定等を受けられた方々に対し，移動入浴車
を利用し，自宅での入浴の介助を行う。

８　権利擁護事業の推進

① 権利擁護センターの運営

　判断能力が十分でない高齢者や障がい者並びにその
家族等に対して，成年後見制度をはじめとする制度等
の紹介や利用の支援，意思決定支援などの業務を行い，
福祉サービス利用支援事業とも連携を保ちながら権利
擁護の推進を図る。

町委託

② 福祉サービス利用支援事業

　生活支援員により，判断能力が不十分な方の，福祉
サービス利用の手続きの代行や，公共料金の支払い等
の金銭管理，重要な書類の保管等を行い，安心して生
活されるように支援する。

県社協委託
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事業名 内　　　　容 備　考

８　権利擁護事業の推進

③ 法人後見事業

　さつま町社会福祉協議会が法人として成年後見人等

となり，判断能力が不十分な方の身上保護・財産管理

を行う。

９　一般乗用旅客自動車運送事業（福祉タクシー事業）の推進

予約制により，対象者の医療機関等への送迎を行う。（福祉輸送限定）

10　地域包括支援センターの運営（町委託）

①地域包括システムの構築合相談対応や，介護予防支援事業，認知症施策等を行う。

②介護予防マネジメント事業

③総合相談事業

④権利擁護事業

⑤高齢者虐待への対応

⑥消費者被害の防止

⑦包括的・継続的ケアマネジメント支援事業

⑧認知症施策総合推進事業

⑨認知症集中支援推進事業

⑩介護事業者，医療機関，民生委員，ボランティア等，関係者とのネットワーク構築

⑪さつま町との連携

⑫公正・中立性の確保

11　生活困窮者自立支援事業（さつまくらし・しごとサポートセンター）（県委託）

①自立相談支援事業

②就労準備支援事業

③一時生活支援事業

④家計改善支援事業

⑤子どもの学習・生活支援事業

⑥自立支援機能強化事業

12　その他

①無料職業紹介所

　生活困窮者を限定に無料で職業の紹介・あっせん等を行う。

②地区社会福祉協議会活動支援

　20地区の地区社会福祉協議会の活動支援を行い，地域住民の自主的・主体的福祉活動を推進する。

③自治会，民児協，福祉関係団体等との連携強化

④地域福祉団体の育成・支援

⑤共同募金委員会事業の推進

　募金運動期間（10月～共同募金運動，12月～歳末たすけあい運動）

⑥日本赤十字社鹿児島県支部さつま町分区の運営

　日赤鹿児島県支部さつま町分区としての会費募集や，災害救援等の赤十字事業を行う。

⑦苦情解決に関する第三者委員会の開催

　第三者委員会による，福祉サービスを利用される方からの相談や苦情解決を行う。

⑧飲料水自動販売機設置

　町内の公共施設等に自動販売機を設置している。

⑨車椅子の貸し出し

　旅行等，車いすが必要な方に無料で車いすを貸し出す。（概ね１ヶ月以内）21台保有。

⑩北薩地区社会福祉協議会連絡協議会

　災害時相互応援協定により，災害ボラティアセンター設置訓練・総会等を開催し，情報交換を行う。

⑪町内学校総合的学習の時間への協力

　町内各学校へ講師として，職員を派遣し福祉関係の講話等を行い，福祉教育の推進を図る。
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社会福祉法人　さつま町社会福祉協議会

令和４年度 社会福祉法人 さつま町社会福祉協議会 収支予算書（単位：千円）

事

業

活

動

に

よ

る

収

支

収　
　
　
　
　

入

会費収入 4,320 4,320 0

寄付金収入 2,500 2,500 0

経常経費補助金収入 35,608 35,608 0

受託金収入 129,650 61,736 67,914

貸付事業収入 1,300 1,300 0

事業収入 3,068 2,250 818

負担金収入 33,250 33,250 0

介護保険事業収入 53,624 35,650 17,974

障害福祉サービス等事業収入 6,940 6,940 0

受取利息配当金収入 13 11 2

その他の収入 851 850 1

事業活動収入計 271,124 184,415 86,709

支　
　
　
　
　

出

人件費支出 186,257 119,093 67,164

事業費支出 33,632 27,819 5,813

事務費支出 42,924 31,116 11,808

貸付事業等支出 1,301 1,301 0

共同募金配分金事業費 3,000 3,000 0

助成金支出 3,300 3,300 0

支払利息支出 15 15 0

事業活動支出計 270,429 185,644 84,785

事業活動資金収支差額 695 －1,229 1,924

施
設

施設整備等活動収入計 0 0 0

施設整備等活動支出計 0 0 0

施設整備等活動資金収支差額 0 0 0

そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
収
支

収　

入

事業区分間繰入金収入 638 0 638

サービス区分間繰入金収入 2,757 2,757 0

その他の活動収入計 3,395 2,757 638

支　
　

出

積立資産支出 1,000 600 400

事業区分間繰入金支出 638 638 0

サービス区分間繰入金支出 2,757 2,757 0

その他の活動による支出 6,092 3,930 2,162

その他の活動支出計 10,487 7,925 2,562

その他の活動資金収支差額 －7,092 －5,168 －1,924

　　　　　予備費支出 1,000 1,000 0

当期資金収支差額合計 －7,397 －7,397 0

前期末支払資金残高 8,340 8,340 0

当期末支払資金残高 943 943 0



令和４年６月発行（7）

社会福祉法人　さつま町社会福祉協議会

→
日
赤
奉
仕
団
研
修
会
も
実
施
し
ま
し
た

　令和４年３月９日，さつま町ボランティア連絡会を開催

しました。町内の団体ボランティア，22団体が参加くださり，

ボランティア登録やボランティア活動保険等について説明

を行いました。コロナ禍ではありますが，それぞれの団体

ごとに出来る活動を模索し始められているようです。今後

ともボランティアセンターをよろしくお願いします。また，

個人ボランティア登録も随時受け付けておりますので，お

気軽に社会福祉協議会までご連絡ください。

　☎52-1123　さつま町ボランティアセンター

ボランティア登録

募集中！！

【さつま町ボランティア連絡会開催】

　日本赤十字社会費へのご協力をありがとうござい

ました。毎年，５月を赤十字運動月間として，会費

募集活動をさせていただいております。ご協力くだ

さいました赤十字会費は，

， ， ，幅広い事業に役立

てられます。

　今後とも，ご理解とご協力をよろしくお願いします。

【日本赤十字社会費へのご協力のお礼】

【備品をご利用ください】

　（車椅子・レクリエーション用具・

　　　　　高齢者擬似体験セット　等）

　さつま町社会福祉協議会では，さつま町内在住の

方を対象に，車椅子や，レクリエーション用具の貸

し出しをしております。レクリエーション用具は，

無料で貸し出しておりますが，車椅子は一ヶ月間だ

け無料です。お気軽に社会福祉協議会事務局にお問

い合わせください。　　電話　５２－１１２３
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社会福祉法人　さつま町社会福祉協議会

　永野区において，地域内の困りごとをお互いに支

え合うしくみとして，令和４年１月永野・サンス

マイルクラブお助け隊が発足しました。発足式には，

さつま町長もご臨席くださり，盛大な発足式となり

ました。また，団体の代表は木下敬子さんで，永野・

サンスマイルクラブ（ころばん体操を実施される団

体）が母体となり，活動が始まりました。

　発足までには，鹿児島県社会福祉協議会の助言を

いただきながら，さつま町社会福祉協議会も関わら

せていただきました。関わりの中で，永野区の方々

と一緒に鹿屋市のＮＰＯ法人隣の会に視察に行き，

打ち合わせを行うなど，永野区の方々と共に活動出

来たことは，私たち社会福祉協議会にとってもとて

も意義深いものとなりました。今後，買い物やゴミ

出しなど，日常生活上のちょっとした困りごとの支

援を行い，安全第一で無理なく，長く活動を続けて

行けるようにしていきたいとのことです。

【永野・サンスマイルクラブお助け隊が発足しました】
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社会福祉法人　さつま町社会福祉協議会

萩
原　

敏
郎
（
二
渡
）　

故　

萩
原
マ
ツ
エ

原
田　

弘
美
（
白
男
川
）
故　

原
田　

久
子

山
元　

ス
ズ
（
神
子
）　

故　

山
元　

廣
美

菊
野　

明
彦
（
求
名
）　

故　

濱
松
キ
ヨ
子

本
村　

鈴
子
（
中
津
川
）
故　

本
村　

豊
明

榊　
　

月
美
（
虎
居
）　

故　

迫　
　

カ
ワ

上
国
料
紀
子
（
永
野
）　

故　

上
国
料
次
男

上
野
カ
ツ
エ
（
船
木
）　

故　

上
野　

幸
男

下
大
迫
ト
シ
子
（
紫
尾
）　

故　

下
大
迫
辰
己

栗
野　

国
雄
（
湯
田
）　

故　

栗
野
フ
ジ
子

富
園　

珠
美
（
虎
居
）　

故　

外
越
フ
サ
エ

吉
井
美
智
子
（
平
川
）　

故　

吉
井　

勝
見

北
田　

初
子
（
虎
居
）　

故　

舟
倉
シ
ヅ
エ

前
野　

浩
司
（
柊
野
）　

故　

前
野　

賴
子

滿
園　

達
巳
（
鶴
田
）　

故　

滿
園　

哲
二

東　
　

良
子
（
湯
田
）　

故　

東　
　

満
昭

岩
元　
　

武
（
船
木
）　

故　

岩
元
ユ
キ
子

小
八
重
慶
子
（
虎
居
）　

故　

小
八
重
義
彦

東　
　
　

明
（
求
名
）　

故　

東　

キ
リ
ノ

西
薗　

親
之
（
虎
居
）　

故　

西
薗　

ノ
ブ

鮫
島　

國
親
（
鹿
児
島
市
）
故　

鮫
島　

タ
カ

上
別
府
清
治
（
永
野
）　

故　

上

府
富
士
枝

宮
之
脇
茂
樹
（
紫
尾
）　

故　

宮
之
脇
タ
ヅ

上　
　

敏
和
（
求
名
）　

故　

上　

レ
イ
子

祝
迫
ス
ミ
ノ
（
二
渡
）　

故　

祝
迫　

光
良

橋
口　

裕
明
（
中
津
川
）
故　

橋
口　

ト
シ

三
浦　
　

優
（
久
富
木
）
故　

三
浦　

良
行

久
木
野
都
志
子
（
船
木
）　

故　

竹
﨑　

エ
ミ

轟
原　

セ
ツ
（
中
津
川
）
故　

轟
原　

光
陽

仮
屋　

鶴
子
（
船
木
）　

故　

仮
屋
フ
ミ
子

長
谷　

利
實
（
薩
摩
川
内
市

）
故　

長
谷
タ
ガ
子

猶
良
脇　

勉
（
薩
摩
川
内
市

）
故　

猶
良
脇
ト
シ
ヱ

松
﨑　

照
夫
（
船
木
）　

故　

松
﨑
ス
ミ
エ

大
野　

照
志
（
神
子
）　

故　

大
野　

洋
子

鉢
迫　

祥
広
（
柏
原
）　

故　

鉢
迫　

友
子

川
久
保
美
保
（
湯
田
）　

故　

宮
之
脇
剛
三

木
村
ひ
ろ
み
（
宮
之
城
屋
地

）
故　

岩
元
マ
サ
子

梅
樹　

隼
人
（
東
京
都
）
故　

梅
樹　

富
子

末
永
あ
さ
子
（
久
富
木
）
故　

末
永　
　

忍

島
子　

孝
一
（
求
名
）　

故　

島
子　

加
洲

角　
　

一
好
（
虎
居
）　

故　

⻆　
　
　

道

有
馬　

保
重
（
姶
良
市
）
故　

有
馬　
　

霞

山
澤
津
千
恵
子
（
柏
原
）　

故　

東　
　

静
子

木
ノ
下
リ
ツ
子
（
平
川
）　

故　

木
ノ
下
信
義

狩
宿
ス
ミ
ヱ
（
求
名
）　

故　

狩
宿　

勝
彦

中
島　

憲
司
（
鶴
田
）　

故　

中
島
ア
キ
エ

楠
八
重
盛
光
（
泊
野
）　

故　

楠
八
重
廣
行

橋
之
口
富
雄
（
柏
原
）　

故　

橋
之
口
富
子

鍛
治
屋
美
惠
（
船
木
）　

故　

鍛
治
屋
幸
一

南　
　
　

誠
（
二
渡
）　

故　

南　
　

伶
子

關　
　

雄
太
（
宮
之
城
屋
地

）
故　

關　

千
代
子

脇　
　

和
明
（
求
名
）　

故　

脇　
　

國
一

阿
多　

景
生
（
虎
居
）　

故　

阿
多
キ
ス
エ

福
島　

豊
二
（
虎
居
）　

故　

福
島　

光
子

南　
　

和
博
（
薩
摩
川
内
市

）
故　

南　

ト
ミ
ヱ

峯
﨑　

幹
雄
（
宮
之
城
屋
地

）
故　

峯
﨑
カ
ス
ミ

林
田　

裕
伸
（
宮
之
城
屋
地

）
故　

林
田　

昌
子

諏
訪
美
穗
子
（
中
津
川
）
故　

諏
訪　

正
太

宮
田
佳
壽
代
（
宮
之
城
屋
地

）
故　

宮
田　

實
德

時
𠮷　

輝
男
（
宮
之
城
屋
地

）
故　

時
𠮷
ス
ヱ
ギ
ク

冨
満
ゆ
り
子
（
紫
尾
）　

故　

山
之
口
ム
ツ

　
　
　
　
　
　

匿
名
希
望　

７
件

京
友
会
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
同
好
会

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
皆
様
方
よ
り
い
た

だ
き
ま
し
た
寄
付
を
、
地
域
福
祉
の
向
上
の

た
め
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

（
令
和
３
年
11
月
１
日
〜

　
　

令
和
４
年
２
月
28
日
受
付
分
）

寄
付
者
名
（
住
所
）
故
人
《
敬
称
略
》

（
町
内
は
大
字
、
町
外
は
住
所
地
）

亀
澤　

和
子
（
佐
志
）　

故　

亀
澤　
　

忍

久
保　

敏
朗
（
求
名
）　

故　

久
保
ア
ツ
子

谷
口
ミ
ヨ
子
（
永
野
）　

故　

谷
口　

敦
夫

上
牧
瀬　

貢
（
湯
田
）　

故　

上
牧
瀬
力
雄

前
野　

宏
江
（
虎
居
）　

故　

前
野　

雄
次

下
薗　

德
子
（
宮
之
城
屋
地

）
故　

下
薗　

和
三

藤
田　

新
一
（
柏
原
）　

故　

藤
田
チ
ミ
子

木
原　

美
智
（
宮
之
城
屋
地

）
故　

木
原　

芳
枝

米
良
シ
ヅ
子
（
佐
志
）　

故　

米
良　

省
三

室
屋　

博
和
（
姶
良
市
）
故　

室
屋　

秋
江

小
野
原　

猛
（
虎
居
）　

故　

小
野
原
德
枝

北
囿　

和
徳
（
船
木
）　

故　

北
囿
志
づ
子

久
留　

豊
光
（
佐
志
）　

故　

上

府
和
美

𠮷
川　

和
子
（
中
津
川
）
故　

𠮷
川　

照
夫

橋
口　

正
人
（
佐
志
）　

故　

橋
口　

子

志
賀　

富
雄
（
神
子
）　

故　

志
賀
八
重
子

諏
訪　

玉
枝
（
中
津
川
）
故　

諏
訪　

親
代

増
元
み
つ
子
（
鹿
児
島
市
）
故　

増
元
ヨ
シ
子

山
内　

義
人
（
宮
之
城
屋
地

）
故　

仁
科
ヒ
サ
エ

⻆
囿　

麗
子
（
虎
居
）　

故　

⻆
囿　

行

 

谷
口　

広
次
（
宮
之
城
屋
地

）
故　

谷
口　

辰
廣

竹
之
下
雄
二
（
佐
志
）　

故　

竹
之
下
松
美

村
田
太
刀
郎
（
神
子
）　

故　

村
田
マ
サ
子

内
田　

俊
英
（
佐
志
）　

故　

内
田　

正
治

森
山
サ
ヨ
子
（
二
渡
）　

故　

森
山　

ミ
子

三
浦　

良
行
（
久
富
木
）
故　

三
浦　

リ
コ

髙
下
み
さ
子
（
湯
田
）　

故　

髙
下
ナ
シ
ヱ

神
上
園
重
治
（
鶴
田
）　

故　

神
上
園
ミ
ノ
エ

竪
山　

成
人
（
求
名
）　

故　

竪
山
メ
リ
子

西　

ひ
ろ
子
（
虎
居
）　

故　

西　
　

幸
子

楠
元　

雅
貴
（
佐
志
）　

故　

楠
元
美
代
子

德
留　

修
三
（
二
渡
）　

故　

德
留　

重
盛

中
囿　

禮
次
（
時
吉
）　

故　

中
囿　

安
子

池
之
野
良
友
（
福
岡
県
）
故　

池
之
野
蔦
江

鉢
迫　

住
幸
（
柏
原
）　

故　

鉢
迫　

重
光

大
迫　

勝
哉
（
紫
尾
）　

故　

大
迫
キ
ヌ
子

松
田　

和
則
（
船
木
）　

故　

松
田　

ト
ミ

小
永
田
珠
喜
（
二
渡
）　

故　

祝
迫　

邦
榮

有
馬　

徳
家
（
永
野
）　

故　

有
馬　

正
時

宮
之
脇
良
一
（
紫
尾
）　

故　

宮
之
脇
チ
リ

園
田　

信
子
（
佐
志
）　

故　

本
村　

ス
ミ

末
元　

晶
子
（
湯
田
）　

故　

囿
チ
リ
子

濱　
　

厚
志
（
虎
居
）　

故　

濱　
　

京
子

山
下　

一
信
（
神
子
）　

故　

山
下　

フ
キ

長
谷
由
美
子
（
宮
之
城
屋
地

）
故　

長
谷　

盛
次

内
山　

正
孝
（
永
野
）　

故　

内
山
ヱ
フ
子

竪
山　

敏
久
（
佐
志
）　

故　

竪
山　

タ
ミ

髙
下　

純
一
（
鶴
田
）　

故　

髙
下　

和
典

萩
木
塲
光
三
（
鶴
田
）　

故　

萩
木
塲
慶
子

西　

真
由
美
（
湯
田
）　

故　

小
緑
セ
ツ
子

小
野　

美
紀
（
宮
之
城
屋
地

）
故　

小
野　

良
佶

下
土
橋　

修
（
求
名
）　

故　

下
土
橋
整
造

下
境
田　

一
（
求
名
）　

故　

下
境
田
リ
キ

皆
様
の
善
意
に

　
　

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
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社会福祉法人　さつま町社会福祉協議会
この広報誌の発行には赤い羽根共同募金が使われています。

編

集

後

記

　

日
中
は
汗
ば
む
季
節
と
な
り
ま
し

た
が
、
皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。
世
界
的
に
は
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
情
勢
に
よ
る
平
和
の
脅
威
を
、

メ
デ
ィ
ア
で
見
聞
き
し
な
い
日
は
な

い
ほ
ど
で
す
。
国
内
で
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
第
７
波
と
も
い
わ

れ
る
中
で
、
未
だ
非
日
常
の
状
況
下

で
の
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

特
効
薬
の
開
発
等
で
、
一
刻
も
早
く

も
と
の
日
常
生
活
に
戻
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

　

さ
て
、
広
報
誌
第
60
号
を
発
行
い

た
し
ま
し
た
。
発
行
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
ま
し
た
方
々
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
さ
つ
ま
町
社
会
福
祉
協
議
会

は
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り

の
為
に
、
地
域
福
祉
の
推
進
を
図
っ

て
参
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
社
協
の
活
動

も
手
探
り
の
状
態
で
す
が
、
今
後
と

も
、
町
民
の
皆
様
の
ご
指
導
・
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

感
染
状
況
に
つ
い
て
、
依
然
と
し

て
予
断
を
許
し
ま
せ
ん
が
、
体
調
管

理
に
は
充
分
ご
注
意
の
上
お
過
ご
し

く
だ
さ
い
。

【新型コロナウイルス感染症の影響による休業や失業により，生活資金でお悩みの皆さまへ】

一時的な資金の緊急貸付に関するご案内
　各都道府県社会福祉協議会では，低所得世帯等の方々に対して，生活費等の必要な資金の貸付を行う，

生活福祉資金貸付制度を実施しています。

　新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえ，貸付の対象世帯を低所得世帯以外に拡大し，休業や失

業等により生活資金でお悩みの方々に向けた，緊急小口資金等の特例貸付を実施します。

　特例貸付の具体的な内容のお問合せや貸付のご相談は，さつま町社会福祉協議会までご連絡ください。

　さつま町社会福祉協議会（宮之城ひまわり館）電　話：０９９６-５２-１１２３

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所在地：さつま町宮之城屋地２１１７-１

【無料法律相談】

　　　※事前に予約が必要です。
　　　電話：（代）５２－１１２３

　相談員：弁護士

　場所：宮之城ひまわり館　相談室

　日時：毎月　第３木曜日
　　午後１時30分～午後４時30分

　　　　※お気軽にご相談ください。

【心配ごと相談】

　　　※予約は必要ありません。

　相談員：さつまくらし・しごと
　　　　　　サポートセンター職員

　場所：宮之城ひまわり館　相談室

　日時：毎週木曜日　午前10時～12時

令和３年度
エコキャップ収集実績

☆収集戸数・・・325,829個

☆重さ・・・・・726㎏

☆ポリオワクチン・・363人分

　※２㎏＝約20円で１人分の計算

令和３年度
プルタブ収集実績

☆重さ・・・・・175㎏

※700㎏で車いすと

　　　　　交換できます。

～ご協力ありがとう

　　　ございました～

さつま町社会福祉協議会の

ホームページも是非ご覧ください。
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